
自治事務 法定受託事務
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※　人件費相当額試算は、従事職員数に平均人件費を用いて試算したものです。

令和04年06月24日(金)

生涯学習スポーツ振興課 担当係 生涯学習係 管理番号 6146生涯学習推進事業

次代を担う人と文化を育むまち

生涯学習の推進

令和2年度

教育費 社会教育費

教育費 社会教育費

市民

財
源
内
訳 他特定財源

一般財源

予算（現額）

２．事業費（投入コスト）

区分 平成29年度 平成30年度 平成31年度

事
業
費 地方債 0 0

1,692,207 1,773,840 1,879,237

市民大学パソコン講習ふ
かや市民大学生きがい推
進事業

年度別計画

1,925,000 2,135,000

事務事業評価表
１．基本事項

大項目

小項目

2

市民大学については、市内公民館等において、月２回を原則として全２０回の講座を実施するものである。内容は「郷
土学」「ボランティア」「健康・医療」「安心・安全」「現代社会」「芸術」に基づいている。また、パソコン講習事
業については、深谷・上柴公民館において初心者を対象に実施するものである。

担当課

県支出金 0 0 0 0 0 0

0

0

530,000

999,393

教育費

社会教育総務費

事務事業

1

事業概要

1,437,000

800,000

0

決算額

国支出金

中項目 2 誰もが生きがいを持ち学ぶことのできるまちづくり

0 0

692,814 761,446 726,163 0

2,244,000

0 0 0 0 0

1,012,394 1,153,074 886,146

単位：円

716,991

総事業費試算

人件費相当試算※

従事職員数（人）人件
費

10,404,687 10,489,680

8,712,480 8,715,840

1.12 1.12 1.12 0.91 0.85

10,683,557

8,804,320

0.92

7,480,840

9,717,840

7,403,760 6,597,628

8,289,906 7,844,619

令和4年度

247,040

393,098

384,250

前年度決算額（円）

一般会計

一般会計

目

教育費

一般会計

一般会計

一般会計

社会教育総務費

社会教育総務費

社会教育総務費

総
合
計
画

主要プロジェクト 0 (未使用）

ふかや市民大学実施要綱

根拠法令
個別計画等

事業区分 ■ □

目的
※何のために

パソコン講習事業［生涯学習スポーツ振興課］

市民大学運営事業［生涯学習スポーツ振興課］

ふかや市民大学生きがい推進事業［生涯学習スポーツ振興課］

社会教育費

社会教育総務費 パソコン講習事業［深谷公民館］

生涯学習活動の可能性を広げるため

対象
※誰・何を対象に

222,603

区分 款

手段
※どのように

市民大学・パソコン講習を開催する

成果
※何を求めるか

まちづくり及びひとづくりの推進者として活動する方を育成し、また、生涯学習活動への参加を促す。

項

作成日

細事業名

パソコン講習事業［上柴公民館］

令和3年度

社会教育費

事務事業を
構成する
予算事業

886,146 1,246,991 0

市民大学パソコン講習ふ
かや市民大学生きがい推
進事業

市民大学パソコン講習ふ
かや市民大学生きがい推
進事業

市民大学パソコン講習ふ
かや市民大学生きがい推
進事業

市民大学パソコン講習ふ
かや市民大学生きがい推
進事業

市民大学パソコン講習ふか
や市民大学生きがい推進事
業

2,237,0002,134,000 2,023,000

本事業の
主な業務

執行体制

社会教育費

教育費

市民大学の開催

市民大学運営委員会の開催

パソコン講習会の開催



50 50

50 50 39 0

実績値

50

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

こども大学応募者数
人

３．評価指標
目標値

実績値

目標値

実績値の算出式

100

目標値の算定根拠/実績値の出所

活動指標１
実績値

年１００回の開催を目標値として設定している。　/　開催した回数

日

単
位

100 100 100 100

097 67

評価者 生涯学習係長　韮塚　文彦

区分 評価の観点 評価 評価理由

４．観点別評価

90 90

令和
4年度

平成
29年度

平成
30年度

平成
31年度

令和
2年度

令和
3年度

100

0 50 50

101

98

54

1000

効率性

・意図した成果が上がっている
か。
・指標未達成の場合は、その原因
を分析できているか。

・ICTの活用や業務改善が充分か。
  ※検証必須
・コスト面など効率的に執行できている
か。
・民間委託や他事業との統合・連携が可
能か。

　市民大学は、大学教授や市民大学経験者により構成している運営委員会に
カリキュラムや実施方法などを諮り方向性を決定している。大学運営に当
たっては、運営委員が班活動時に受講生へ指導・助言したり、校友会との協
働事業と大学講座を連携するなど、地域の人材を有効活用し、効率的に実施
しているところである。
　また、令和４年度の受講生の募集に当たっては、一部電子申請を取入れ、
事務の効率化に努めている。

A

A

　パソコン講座参加者数は、1,046名で目標値の1,000名を達成することがで
きた。ふかや市民大学の満足度については、94％であり目標値98％を達成で
きなかったが、９割を超える高水準と判断する。校友会登録率は、受講生全
員が登録したことで100％となり、目標値90％を達成できた。子ども大学は
コロナ禍での実施のため、定員を30人に縮小し受講生を募集したところ定員
を上回る32名の応募があった。※大学は緊急事態宣言の発令により全日程を
中止した。

成果

98

人

実績値

目標値

実績値

目標値

80

81

成果指標３

活動指標２

成果指標１

成果指標２

評価理由・指標数値の推移
　コロナ禍におけるパソコン講座の開催は、目標値を下回ってはいるが、感
染症予防対策を徹底し、昨年と同等の回数（64回）を実施することができ
た。また、市民大学の開催については、前年度の応募者（中止）を対象に受
講生の募集をしたところ54名の応募があり、感染症予防対策として定員より
少ない人数で開催することができた。

94 0

0

64

80 80 80 80 80

81 83 80

110

定員に達することを目標としているため。　/　定員数

1000 1000

評価評価の観点区分

91 089

1167 1439

98 98

人

成果指標４

目標値

実績値

区分

パソコン講座開催日数

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

指標名

市民大学応募者数

パソコン講座参加者数

目標値

実績値

「ふかや市民大学」の満足度

校友会登録率

0

％

％
90 90

88.7 83.09 87.67 0 100

98 98

年間を通して参加できる目安。ミニ講座含む。　/　参加した人数

1077 800 1046 0

1000 1000 1000

目標値 90

実績値の算出式

93

0

（２）事業効率性評価
事業効率性評価は、執行体制や手段など効率的に事務事業を執行しているかを評価します。
（評価基準）（A:効率的である　B:高める余地あり　C:効率的でない）

評価者 生涯学習係長　韮塚　文彦

観点別評価は、指標達成の有無の他、その達成率も勘案して総合的に評価します。
目標値の設定がないものについても、進捗状況等を踏まえA～Cの三段階にて評価します。

・活動実績は、見込みに沿い、か
つ投入資源に見合っているか。

（１）事業達成度評価
事業達成度評価は、意図した活動により事業目的に適う成果がでているかを評価します。
（評価基準）（A:達成している　B:おおむね達成している　C:達成していない）

B

0 32

目標値の算定根拠/実績値の出所

活動



□ ①拡充,重点化(コスト投入) □委託化等の検討

■ ②現状のまま継続 □成果向上のための改善

□ ③見直して継続 □効率化のための改善

□ ④目的達成による終了 □事業規模の縮小

□ ⑤廃止を検討 □他の事務事業と統合

７．改善改革プラン・今後の課題

令和4年度に実施する
改善・改革案

（事業目的・各指標の達成に必要
な改善、業務の効率化を図るため

の改善）

８．評価指標グラフ

６．所属長評価（今後の方向性）

５．前年度改善改革プラン達成状況

　コロナ禍におけるパソコン講座及び市民大学の実施は、感染症予防対策を
徹底し、可能な限り実施することができた。
　特に、市民大学は定員を縮小し各講座を修了することができた。受講生の
満足度も高く、卒業生全員が校友会に加入するなどの成果も確認できること
から、引き続き実施していく。

令和2年度の評価を受けて
設定した改善・改革案

達成状況及び
その効果

評価者 生涯学習スポーツ振興課長　韮塚　洋明

評価の内容説明

6146事務事業 生涯学習推進事業 担当課 生涯学習スポーツ振興課 担当係 生涯学習係 管理番号

区分 活動指標１ 指標名 パソコン講座開催日数

令和5年度以降に取り組む
改善・改革案・今後の課題

（事業目的・各指標の達成に必要
な改善、業務の効率化を図るため

の改善）

区分 成果指標２ 指標名 「ふかや市民大学」の満足度

0

50

100

150

平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

目標値

実績値

0

50

100

150

平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

目標値

実績値

上記を実施するための具体的な取組内容は？


